
幕
府
は
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
以
降
、
お
雇
い
外
国
人
を
招
聰
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
九
月
以
降
、
ョ
－
ロ

ッ
パ
諸
国
に
留
学
生
を
派
遣
し
、
幕
藩
体
制
の
再
編
強
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
。
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
四
月
に
は
、
「
海
外
諸
國
へ
向
後

（
１
）

学
科
修
業
又
は
商
寶
之
為
罷
越
度
志
願
之
者
願
出
次
第
御
差
許
可
相
成
候
尤
糺
之
上
御
免
之
印
章
可
相
渡
候
」
と
布
達
し
、
同
年
十
月
か
ら

海
外
渡
航
事
務
を
開
始
す
る
。
諸
藩
は
、
こ
の
触
書
に
よ
っ
て
留
学
生
を
海
外
に
送
り
だ
し
、
独
自
に
藩
の
近
代
化
を
す
す
め
る
が
、
そ
の

な
か
に
福
岡
藩
派
遣
の
赤
星
研
造
が
い
た
。
赤
星
は
、
伊
東
玄
伯
、
林
洞
海
、
赤
松
則
良
な
ど
の
幕
府
派
遣
留
学
生
が
帰
国
す
る
な
か
で
、

オ
ラ
ン
ダ
に
と
ど
ま
り
、
明
治
三
二
八
七
○
）
年
春
、
み
ず
か
ら
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
う
つ
り
、
医
学
を
ま
な
ぶ
。
管
見
す
る
か

（
７
】
）

ぎ
り
、
ド
イ
ツ
大
学
に
最
初
に
学
籍
登
録
し
た
日
本
人
は
、
赤
星
研
造
で
あ
る
。

こ
の
ド
イ
ツ
留
学
生
は
、
大
学
東
校
留
学
生
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
学
籍
登
録
す
る
ま
え
に
、
す
で
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
学
籍
登
録

し
、
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
医
学
を
学
び
は
じ
め
て
い
た
。
赤
星
は
、
帰
国
後
、
新
政
府
直
轄
の
医
学
教
育
機
関
に
活
動
の
場
を
み
い
だ
し
、
佐

（
３
）

藤
進
と
な
ら
ぶ
外
科
医
の
双
壁
と
し
て
た
か
い
評
価
を
え
た
と
い
わ
れ
る
が
、
大
学
東
校
か
ら
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
が
帰
国
し
は
じ
め
る
と
、

そ
の
官
歴
は
と
だ
え
る
。
赤
星
研
造
に
関
す
る
資
料
の
な
か
で
は
、
文
部
省
が
明
治
五
年
二
月
二
八
七
二
年
四
月
）
に
正
院
に
提
出
し
た
「
赤

一
・
は
じ
め
に

維
新
期
の
ド
イ
ツ
留
学
生
の
光
と
影

ｌ
ド
イ
ツ
大
学
最
初
の
日
本
人
学
籍
登
録
者
赤
星
研
造
に
つ
い
て
Ｉ
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赤
星
研
造
は
、
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
、
福
岡
藩
若
宮
の
町
医
見
竜
の
長
男
に
生
ま
れ
、
す
で
に
安
政
四
二
八
五
七
）
年
に
は
福
岡
藩

御
匙
役
の
武
谷
椋
亭
の
門
生
と
な
る
。
当
時
、
長
崎
に
お
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
二
等
軍
医
ポ
ン
ペ
弓
○
日
胃
ぐ
目
富
め
の
ａ
の
『
ぐ
○
○
風
）
が

招
聰
さ
れ
、
医
学
伝
習
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
が
、
福
岡
藩
主
黒
田
長
溥
は
養
生
所
と
医
学
所
の
創
設
の
た
め
に
「
義
損
金
」
を
お
く
り
、
同

（
７
）

時
に
有
吉
周
平
、
塚
本
道
甫
な
ど
を
長
崎
に
派
遣
し
て
い
た
。
慶
応
元
二
八
六
五
）
年
、
赤
星
は
藩
遊
学
生
と
し
て
長
崎
に
派
遣
さ
れ
、
ポ

ン
ペ
の
後
任
ボ
ー
ド
イ
ン
（
シ
昌
○
昌
吊
印
四
国
ロ
の
目
印
厩
且
目
〕
）
が
主
宰
す
る
精
得
館
に
は
い
る
。
こ
の
と
き
、
赤
星
に
は
医
学
よ
り
も
「
洋

（
８
）

語
」
を
ま
な
ん
だ
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。

福
岡
藩
は
、
安
政
年
間
か
ら
ひ
そ
か
に
藩
士
を
海
外
に
派
遣
し
て
い
た
が
、
慶
応
二
年
四
月
（
一
八
六
六
年
五
月
）
、
幕
府
が
諸
藩
に
留
学
生

の
海
外
派
遣
を
是
認
す
る
と
い
う
布
令
を
だ
す
と
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
す
る
留
学
生
の
人
選
を
は
じ
め
る
。
慶
応
三
年
二
月
二

（
９
）

八
六
七
年
三
月
）
こ
ろ
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
派
遣
の
医
学
留
学
生
と
し
て
、
長
崎
遊
学
生
の
赤
星
と
武
谷
椋
亭
の
養
嗣
子
椋
山
が
え
ら
ば
れ
る
。

（
、
）

赤
星
と
椋
山
は
、
同
年
四
月
十
八
日
（
五
月
一
二
日
）
、
お
そ
ら
く
ボ
ー
ド
イ
ン
に
同
行
し
、
長
崎
を
た
ち
、
同
月
二
十
八
日
、
横
浜
に
到
着
す
る
。

ボ
ー
ド
イ
ン
は
、
江
戸
オ
ラ
ン
ダ
医
学
校
を
創
設
す
る
構
想
を
も
っ
て
い
た
が
、
帰
国
途
中
、
江
戸
に
た
ち
よ
り
、
幕
府
と
の
交
渉
に
あ
た

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
史
料
に
も
と
づ
い
て
、
赤
星
研
造
と
い
う
ド
イ
ツ
大
学
に
最
初
に
学
籍
登
録
し
た
ひ
と
り
の
医
学
留
学
生
を
と
お

し
て
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
医
学
研
究
の
世
界
的
な
中
心
地
ド
イ
ツ
に
ま
な
ん
だ
と
い
う
経
歴
の
た
め
に
脚
光
を
あ
び
、
や
が
て

は
忘
却
さ
れ
る
経
緯
、
す
な
わ
ち
光
と
影
を
あ
と
づ
け
た
い
。

発
行
の
室

要
で
あ
る
。

《
４
』

星
研
造
歸
朝
ノ
儀
二
付
伺
」
、
帰
国
後
、
か
れ
が
「
学
制
」
第
七
十
章
に
も
と
づ
い
て
受
験
し
た
試
験
の
結
果
を
報
告
す
る
明
治
六
年
十
一
月

（
５
）
（
６
）

発
行
の
『
文
部
省
報
告
』
第
二
十
号
、
か
れ
が
明
治
八
年
五
月
に
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
に
提
出
し
た
「
私
学
開
業
願
」
が
も
っ
と
も
菫

二
・
ド
イ
ッ
ヘ
の
旅
立
ち
か
ら
帰
国
ま
で
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緒
方
と
松
本
は
、
ボ
ー
ド
イ
ン
の
斡
旋
に
よ
り
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
に
入
学
す
る
が
、
赤
星
と
椋
山
に
つ
い
て
は
消
息
が
途
絶
え

る
。
慶
応
四
年
二
月
一
五
日
（
一
八
六
八
年
三
月
八
日
）
付
の
池
田
謙
斎
に
あ
て
た
緒
方
の
書
翰
に
「
竹
谷
、
赤
星
よ
り
呉
々
も
宜
敷
申
上
被

呉
候
申
出
候
」
と
い
う
伝
言
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
慶
応
四
年
春
に
は
、
ふ
た
り
が
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
に
は
、
ボ
ー
ド
イ
ン
に
随
行
し
た
四
名
の
ほ
か
に
、
幕
府
の
第
一
次
留
学
生
の
赤
松
則
良
、
伊
東
玄
伯
、
林
研
海
、
金
沢

藩
派
遣
の
馬
嶋
健
吉
、
佐
賀
藩
派
遣
の
佐
野
常
民
、
「
石
見
人
太
田
」
と
い
っ
た
十
名
の
滞
在
者
が
い
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
か
れ
ら
は
「
本

（
Ｂ
）

朝
之
風
評
」
を
つ
た
え
知
り
、
や
が
て
幕
府
留
学
生
は
帰
国
を
決
意
す
る
。
デ
ン
・
ヘ
ル
ダ
ー
の
海
軍
病
院
で
研
修
し
て
い
た
伊
東
と
林
は
、

し
ば
ら
く
残
留
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
赤
松
、
緒
方
、
松
本
は
、
三
月
二
三
日
（
四
月
一
五
日
）
、
パ
リ
に
移
り
、
栗
本
安
芸
守
ら
フ
ラ
ン
ス
留

学
生
の
一
行
に
合
流
し
、
帰
国
の
途
に
つ
く
。

赤
星
は
、
幕
府
派
遣
留
学
生
や
佐
野
が
帰
国
し
た
の
ち
も
、
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
つ
づ
け
る
。
新
政
府
は
、
海
外
渡
航
規
則
を
制
定
す
る

た
め
に
、
明
治
二
年
一
月
二
八
六
九
年
二
月
）
か
ら
明
治
三
年
十
一
月
（
一
八
七
一
年
一
月
）
に
か
け
て
、
府
藩
県
に
命
じ
て
在
外
者
の
調
査

（
脚
）

を
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果
を
「
海
外
行
人
名
言
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
が
、
旧
幕
府
時
代
に
海
外
渡
航
手
続
き
を
お
こ
な
っ
た
赤
星
な
ど

の
名
前
は
み
ら
れ
な
い
。
佐
藤
進
が
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
明
治
二
年
九
月
二
八
六
九
年
一
○
月
）
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
は
「
筑

（
応
）

前
の
者
二
人
、
長
州
人
一
人
」
が
滞
在
し
、
さ
ら
に
翌
三
年
一
月
（
一
八
七
○
年
二
月
）
に
は
「
筑
前
加
州
の
生
」
が
滞
在
し
て
い
た
が
、
か

れ
ら
は
さ
ら
に
翌
三
年
一
月
（
一
八
七
○
年
二
月
）
に
は
「
筑
前
加
州
の
生
」
が
滞
在
し
て
い
た
が
、
か
れ
ら
は
「
放
逸
を
相
極
め
評
風
不
宜
」

る
。
ボ
ー
ド
イ
ン
は
交
渉
の
難
航
を
予
測
し
て
い
た
が
、
老
中
井
上
河
内
守
・
松
平
周
防
守
が
五
月
十
日
（
六
月
一
二
日
）
付
で
ボ
ー
ド
イ
ン

（
Ⅲ
）

を
再
雇
用
し
、
江
戸
に
オ
ラ
ン
ダ
医
学
校
を
創
設
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
た
め
に
、
五
月
二
十
九
日
（
七
月
一
日
）
、
江
戸
で
待
ち
う
け
て
い

た
幕
府
派
遣
第
二
次
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
の
緒
方
洪
哉
（
惟
準
）
、
松
本
鮭
太
郎
、
筑
前
藩
の
赤
星
、
武
谷
を
と
も
な
い
横
浜
に
む
か
い
、
横
浜

（
蝿
）

か
ら
上
海
、
香
港
を
経
て
マ
ル
セ
ー
ユ
に
た
ど
り
つ
く
。
か
れ
ら
は
、
七
月
十
日
（
八
月
九
日
）
、
パ
リ
に
到
着
し
、
た
だ
ち
に
ウ
ト
レ
ヒ
ト

か
ら
上
海
、

に
む
か
う
。
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赤
星
は
、
千
八
百
七
十
年
四
月
（
明
治
三
年
三
月
）
に
は
じ
ま
る
夏
学
期
に
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
医
学
部
に
は
じ
め
て
学
籍
登
録
す
る
。

最
初
に
ド
イ
ツ
大
学
に
学
籍
登
録
し
た
日
本
人
留
学
生
は
、
千
八
百
七
十
二
年
冬
学
期
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
医
学
部
学
籍
登
録
簿
に
、

姓
名
を
》
雪
シ
冨
冒
幽
門
自
国
臼
》
軍
、
出
生
地
を
》
弓
詳
巨
の
ｇ
言
冒
国
冨
、
最
初
の
学
籍
登
録
期
と
し
て
。
》
○
鴛
①
目
ご
ご
、
す
な
わ
ち
千
八
百
七
十
年

。
》
》
、

復
活
祭
の
学
籍
登
録
期
、
登
録
学
部
・
専
攻
を
・
冒
巴
】
》
、
現
住
所
》
シ
侭
巨
異
ヨ
①
侭
．
頃
）
、
下
宿
屋
の
主
人
名
を
》
甸
愚
三
四
口
の
具
厨
房
房
昌

（
略
）

す
な
わ
ち
グ
ッ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
さ
ん
（
未
婚
女
性
）
の
下
宿
と
記
載
し
て
い
る
。
赤
星
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
お
い
て
医
学
を
ま
な
び
は
じ

め
て
ま
も
な
い
千
八
百
七
十
年
七
月
、
フ
ラ
ン
ス
が
プ
ロ
イ
セ
ン
に
宣
戦
布
告
し
、
普
仏
戦
争
の
戦
端
が
開
か
れ
る
。
南
ド
イ
ツ
諸
邦
も
参

戦
し
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
が
普
仏
戦
争
の
主
戦
場
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
に
ち
か
い
た
め
に
、
医
学
部
生
も
戦
場
に
駆
り
だ
さ
れ
る

（
四
）

が
、
赤
星
も
バ
ー
デ
ン
公
国
軍
に
従
軍
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
千
八
百
七
十
一
年
八
月
（
明
治
四
年
七
月
）
、
廃
藩
置
県
の
詔
書
が
だ
さ

れ
、
赤
星
な
ど
の
藩
費
留
学
生
は
学
資
を
供
与
す
る
藩
と
い
う
経
済
的
基
盤
を
う
し
な
う
。
藩
費
留
学
生
の
な
か
に
は
、
藩
庁
か
ら
帰
国
を

（
抑
）

命
じ
ら
れ
る
も
の
も
い
た
が
、
赤
星
は
残
留
し
、
学
制
（
明
治
五
年
八
月
）
に
よ
っ
て
、
文
部
省
が
海
外
留
学
生
を
一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
ち
に
は
、
他
の
諸
藩
か
ら
の
留
学
生
と
同
様
に
官
費
留
学
生
に
き
り
か
え
ら
れ
る
。

（
肥
）
（
Ⅳ
）

と
い
わ
れ
る
。
赤
星
は
、
す
く
な
く
と
も
明
治
二
年
末
こ
ろ
に
も
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
、
「
視
察
も
勉
強
も
全
然
し
て
い
な
い
」
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
す
で
に
ド
イ
ツ
の
大
学
で
修
学
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
た
。
日
本
に
お
け
る
医
学
近
代
化
の
指
標
は
、
幕
藩
体
制
の
崩
壊
に
呼
応

し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
転
じ
て
い
た
が
、
お
な
じ
こ
ろ
、
政
府
が
任
期
半
ば
で
辞
職
し
た
ウ
ィ
リ
ス
（
言
筐
園
目
三
目
の
）
の
後

任
と
し
て
大
学
東
校
に
ド
イ
ツ
人
医
師
を
招
聰
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
青
木
周
蔵
、
萩
原
三
圭
、
佐
藤
は
、
こ
う
し
た
政

府
決
定
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
蘭
学
の
修
業
過
程
に
お
い
て
得
た
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
い
て
、
み
ず
か
ら
渡
独
を
決
意
し
、

千
八
百
六
十
九
年
九
月
（
明
治
二
年
四
月
）
か
ら
九
月
（
一
○
月
）
に
か
け
て
ド
イ
ツ
に
た
ど
り
つ
い
て
い
た
。
赤
星
も
、
政
府
決
定
と
は
か

か
わ
り
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
学
術
動
向
を
把
握
し
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
に
決
別
し
、
み
ず
か
ら
ド
イ
ツ
医
学
を

選
択
す
る
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明
治
四
年
七
月
二
八
七
一
年
八
月
）
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
が
着
任
す
る
。
司
馬
凌
海
の
辞
職
に
よ
り
「
大
學
中
に
一
人
も
濁
逸
語
を

（
訓
）

解
す
る
者
が
居
な
か
っ
た
」
た
め
に
、
通
訳
が
必
要
に
な
り
、
同
年
初
秋
、
大
学
東
校
は
萩
原
三
圭
に
帰
国
を
命
じ
る
。
佐
藤
、
池
田
、
相

良
は
、
同
年
十
一
月
、
文
部
大
丞
に
あ
て
て
、
「
口
上
覺
」
を
送
付
し
、
「
同
人
儀
此
地
留
學
以
來
殊
ノ
外
勉
強
仕
居
候
へ
共
何
分
漸
ク
ニ
ケ

年
有
餘
ノ
時
日
故
諸
學
課
半
ニ
サ
ヘ
運
上
不
申
唯
今
御
呼
戻
二
相
成
候
テ
ハ
折
角
是
迄
御
入
費
ノ
甲
斐
モ
無
御
座
學
業
半
熟
故
格
別
ノ
御
用

一
一
ハ
相
立
兼
可
申
卜
奉
存
候
就
テ
ハ
當
人
ノ
不
幸
ハ
籾
置
御
國
ノ
御
不
利
益
卜
奉
存
候
二
付
何
卒
此
上
二
ケ
年
ノ
被
仰
付
候
様
奉
願

（
型
）

候
」
と
願
い
で
る
。
こ
の
間
、
司
馬
が
復
職
し
た
た
め
に
、
文
部
省
は
「
即
今
差
支
ノ
儀
モ
無
之
候
」
と
帰
国
命
令
を
撤
回
す
る
。
ド
イ
ツ

大
学
の
医
学
生
は
、
ま
ず
二
年
間
二
学
期
に
わ
た
り
、
「
書
學
の
豫
科
」
、
す
な
わ
ち
「
理
化
學
」
、
「
博
物
學
」
、
「
舎
密
学
」
、
「
万
有
理
学
」
、

（
鰹
）

「
植
物
学
」
と
い
っ
た
基
礎
科
学
だ
け
で
な
く
、
「
生
理
學
」
、
「
解
剖
學
」
、
「
人
身
理
学
」
と
い
っ
た
基
礎
医
学
を
ま
な
び
、
四
学
期
目
に
は

自
然
科
学
試
験
（
弓
の
三
四
日
の
目
目
量
２
目
）
を
受
験
し
、
臨
床
課
程
に
す
す
む
。
佐
藤
進
、
池
田
謙
斎
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
人
学
生
と
同
様
の

コ
ー
ス
を
す
す
む
の
は
例
外
で
あ
り
、
日
本
人
留
学
生
に
と
っ
て
は
、
二
年
あ
ま
り
在
籍
し
た
と
し
て
も
、
基
礎
課
程
か
ら
臨
床
課
程
に
す

す
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
赤
星
に
も
あ
て
は
ま
る
。

萩
原
へ
の
帰
国
命
令
と
相
前
後
し
て
、
文
部
省
は
赤
星
の
召
喚
を
決
定
す
る
が
、
翌
千
八
百
七
十
二
年
四
月
五
日
（
明
治
五
年
二
月
二
八
日
）
、

東
校
の
要
請
に
応
じ
て
以
下
の
よ
う
に
正
院
に
伺
う
。

福
岡
縣
貫
属
赤
星
研
造
儀
丁
卯
以
来
濁
逸
國
二
留
學
罷
在
候
虚
見
込
モ
有
之
東
校
へ
採
用
仕
度
候
間
至
急
一
一
帰
朝
被
仰
付
度
同
人

儀
ハ
從
前
元
福
岡
藩
費
ヲ
以
修
業
致
居
候
者
二
付
今
度
帰
朝
旅
費
ノ
儀
大
蔵
省
ョ
リ
御
出
方
相
成
候
様
仕
度
此
段
至
急
御
沙
汰
相

赤
星
に
つ
い
て
「
見
込
モ
有
之
」
と
評
価
し
、
東
校
に
採
用
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
留
学
生
の
動
静
は
、
東
校
留
学
生
、

と
く
に
養
父
尚
中
が
東
校
学
事
主
務
の
立
場
に
あ
っ
た
佐
藤
か
ら
つ
た
え
ら
れ
て
い
た
。
正
院
は
、
「
伺
之
趣
特
命
全
権
大
使
へ
相
達
候
事
」

（
別
）

と
回
答
し
、
欧
米
歴
訪
中
の
岩
倉
使
節
が
赤
星
に
帰
国
命
令
を
つ
た
え
る
こ
と
に
な
る
。

伺
候
也
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「
従
来
之
儘
留
置
」
く
留
学
生
と
「
悉
皆
歸
朝
申
付
」
る
留
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
「
甲
印
」
の
名
簿
、
「
乙
印
」
の
名
簿
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
る
。
「
樹
乙
國
官
費
留
學
生
」
の
な
か
で
は
「
甲
印
」
の
名
簿
に
は
、
大
学
東
校
留
学
生
の
佐
藤
進
、
相
良
元
貞
、
池
田
謙
斎
、
荒
川
邦
蔵
、

尾
崎
平
八
郎
、
大
石
良
乙
、
大
沢
謙
二
、
山
脇
玄
、
今
井
巖
、
北
尾
次
郎
、
長
井
長
義
、
そ
の
ほ
か
松
本
蛙
太
郎
、
吉
武
桂
仙
、
柴
田
承
桂
、

木
下
周
一
、
倉
永
猪
一
郎
、
鶴
田
撲
一
、
平
田
東
助
の
十
八
名
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
「
乙
印
」
の
名
簿
に
は
、
北
白
川
宮
と
そ
の
随
従

や
家
従
、
す
な
わ
ち
寺
田
平
之
進
、
岡
田
鈴
助
、
山
崎
橘
馬
、
田
坂
虎
之
助
、
井
上
省
三
、
松
野
硝
、
熊
澤
善
庵
、
華
族
の
武
者
小
路
実
世
、

裏
松
良
光
、
膳
司
煕
通
、
坊
城
俊
章
、
清
水
谷
公
考
、
そ
の
ほ
か
、
原
桂
仙
、
有
馬
治
兵
衛
、
河
島
醇
、
石
井
助
三
郎
、
長
尾
俊
次
郎
、
鬼

頭
佐
太
郎
、
辻
春
十
郎
、
袋
久
平
、
土
肥
百
之
ら
二
十
二
名
の
名
ま
え
が
み
ら
れ
る
。
赤
星
は
、
萩
原
三
圭
と
と
も
に
「
丙
印
」
の
名
簿
に

記
載
さ
れ
る
が
、
す
で
に
文
部
省
か
ら
も
直
接
帰
国
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。

赤
星
は
千
八
百
七
十
二
年
冬
学
期
に
も
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
学
籍
登
録
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
学
期
が
お
わ
る
千
八
百
七

十
三
年
三
月
に
は
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
、
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
月
七
日
に
か
け
て
同
国
を
訪
問
し
た
岩
倉
使
節
の
副
使
伊
藤
博
文
に
面
会

（
酪
）

し
、
伊
藤
か
ら
帰
国
を
命
じ
ら
れ
る
。
使
節
は
、
「
随
行
ノ
官
員
其
材
ヲ
量
テ
之
二
科
目
ヲ
分
チ
、
各
國
二
留
メ
テ
研
究
習
學
セ
シ
メ
、
及
各

（
坊
）

國
二
官
費
ヲ
以
テ
留
學
ス
ル
生
徒
ノ
分
科
修
業
ヲ
検
査
按
定
シ
、
先
行
無
頼
ノ
モ
ノ
ハ
歸
國
ヲ
申
渡
ス
ヘ
シ
」
と
い
う
任
務
を
に
な
っ
て
い
た

が
、
こ
の
帰
国
命
令
は
正
院
の
達
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
赤
星
は
、
伊
藤
か
ら
「
本
年
三
月
分
學
資
金
」
と
し
て
「
藺
貨

（
”
）

弐
百
ギ
ル
デ
ン
」
を
立
て
替
え
払
い
し
て
も
ら
う
。
赤
星
は
、
ベ
ル
リ
ン
よ
り
も
オ
ラ
ン
ダ
が
近
い
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
に
で
む
き
、
オ
ラ

ン
ダ
貨
幣
で
学
資
を
う
け
と
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
赤
星
は
、
そ
の
後
、
文
部
省
留
学
生
と
し
て
残
留
し
、
千
八
百
七
十
三
年
春
学
期
に
も
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
学
籍
登
録
す
る
。
せ
め
て
、
自
然
科
学
試
験
だ
け
で
も
受
験
し
よ
う
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
部
省
理
事
官
と
し
て
使
節
に
随
行
し
た
文
部
大
丞
田
中
不
二
麿
は
、
帰
国
後
、
「
現
二
學
路
之
序
ヲ
踏
専
門
校
二
入
居
候
者
而
已
残
シ
置

餘
ハ
悉
ク
歸
朝
申
付
」
と
い
う
海
外
留
学
生
の
選
択
的
淘
汰
策
を
立
案
し
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
七
月
四
日
付
で
太
政
大
臣
三
条
実
美

（
羽
）

に
裁
可
を
願
い
で
る
。
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明
治
五
年
八
月
、
学
制
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
第
七
十
章
は
「
官
撰
留
學
生
歸
朝
ノ
時
ハ
其
外
國
一
一
ア
リ
テ
研
業
セ
シ
所
ノ
状
ヲ
具
シ
本

省
へ
出
ス
ヘ
シ
本
省
二
於
テ
之
ヲ
試
験
ス
ル
ヲ
法
ト
ス
但
外
國
二
於
テ
大
學
卒
業
ノ
免
状
ア
ル
モ
ノ
ハ
試
験
二
及
ハ
ス
」
と
規
定
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
「
海
外
留
學
歸
朝
ノ
生
徒
試
業
法
」
が
制
定
さ
れ
、
「
生
徒
學
フ
所
ノ
學
科
年
月
二
應
シ
英
佛
濁
學
生
各
其
語
ヲ
以
テ
數
多

（
豹
）

ノ
問
題
ヲ
設
ヶ
之
ヲ
應
答
セ
シ
ム
」
と
規
定
す
る
。
明
治
六
年
十
月
に
帰
国
し
た
赤
星
は
、
同
月
三
十
一
日
、
「
海
外
留
學
歸
朝
ノ
生
徒
試

業
法
」
に
も
と
づ
き
、
ド
イ
ツ
人
教
師
に
よ
る
口
頭
試
問
を
う
け
る
。
同
年
十
一
月
十
三
日
発
行
の
『
文
部
省
報
告
」
第
二
十
号
は
、
試
験

結
果
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

独
逸
國
留
學
生
徒
福
岡
縣
士
族
赤
星
研
造
今
般
彼
國
バ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
學
校
副
長
フ
リ
エ
ン
チ
ェ
ス
ョ
リ
ノ
入
校
免
許
證
害
並
同
校

二
於
テ
千
八
百
七
十
年
ョ
リ
千
八
百
七
十
三
年
迄
學
科
ヲ
授
興
ス
ル
ヲ
許
可
ノ
證
害
等
ヲ
受
ケ
テ
歸
朝
セ
リ
依
テ
十
月
三
十
一
日
東
京

書
學
校
二
於
テ
之
ヲ
試
験
ス
試
問
應
答
ノ
正
否
左
ノ
如
シ

第
一
試
解
剖
學
間
者
同
校
教
師
デ
ニ
ー
ッ

鼻
孔
ノ
詳
説
二
問
ノ
中
正
シ
キ
者
一

鼻
底
卜
鼻
蓋
卜
三
問
ノ
中
正
シ
キ
者
一

孔
穴
ノ
數
四
問
ノ
中
正
シ
キ
者
一

再
上
皇
蓋
ヲ
問
フ
ニ
問
ノ
中
正
シ
キ
者
一

鼻
孔
ノ
軟
部
六
問
ノ
中
正
シ
キ
者
一

粘
膜
ノ
組
織
十
一
問
ノ
中
正
シ
キ
者
一

鼻
粘
膜
七
問
ノ
中
正
シ
キ
者
一

三
・
帰
国
後
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第
二
試
外
科
學
間
者
同
上
ミ
ュ
ル
レ
ル

骨
傷
ノ
匡
別
三
問
ノ
中
正
シ
キ
者
一

骨
傷
痙
癒
ノ
活
機
及
其
治
術
十
二
問
ノ
中
正
シ
キ
者
一

第
三
試
原
生
學
間
者
同
上
ホ
フ
マ
ン

呼
吸
ノ
能
力
七
問
ノ
中
正
シ
キ
者
三

大
氣
二
間
ノ
中
正
シ
キ
者
一

呼
吸
二
間
ノ
中
正
シ
キ
者
一

肺
ノ
組
織
三
問
ノ
中
正
シ
キ
者
一

義
膜
性
肺
炎
四
問
ノ
中
正
シ
キ
者
一

腸
神
至
熟
十
六
問
ノ
中
正
シ
キ
者
三

心
病
五
問
ノ
中
正
シ
キ
者
ナ
シ

心
内
膜
炎
二
問
ノ
中
正
シ
キ
者
ナ
シ

基
礎
医
学
の
問
題
九
十
一
問
中
、
正
解
が
十
九
だ
け
で
あ
り
、
正
解
率
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
が
、
赤
星
は
口
頭
試
問
に
お
い

て
、
正
否
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も
全
問
に
回
答
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
口
頭
試
問
を
う
け
た
留
学
生
の
な
か
で
、
赤
星
の
よ
う
に
専
門

に
関
す
る
広
範
な
試
験
を
う
け
た
も
の
は
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
ド
イ
ツ
に
官
費
で
留
学
し
た
華
族
の
東
久
世
通
暉
や
イ
ギ
リ
ス
へ
私
費
留

（
鋤
）

学
し
た
三
好
退
蔵
は
「
學
業
未
熟
試
験
難
受
」
と
し
て
受
験
し
て
い
な
い
。
あ
る
官
費
留
学
生
は
、
算
術
と
代
数
学
の
試
験
で
二
十
間
中
、

（
別
）

正
解
が
四
問
だ
け
、
「
應
シ
難
キ
モ
ノ
」
が
四
問
あ
り
、
「
再
試
験
ニ
ハ
不
及
候
條
歸
縣
之
儀
聞
届
候
事
」
と
指
令
さ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
に

も
成
績
が
わ
る
い
た
め
に
、
中
央
に
採
用
す
る
こ
と
を
は
ば
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
部
大
丞
田
中
不
二
麿
は
、
こ
の
こ
ろ
、
赤
星
を
「
當

（
犯
）

台
所
轄
和
蘭
國
元
留
學
生
」
と
よ
ん
で
い
る
。
ド
イ
ツ
留
学
生
の
赤
星
が
、
な
に
ゆ
え
に
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
と
み
な
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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文
部
省
は
、
も
と
も
と
海
外
留
学
生
の
選
択
的
淘
汰
策
を
検
討
し
て
い
た
が
、
文
部
省
七
等
出
仕
九
鬼
隆
一
は
「
大
學
の
法
、
理
、
文
、

（
粥
）

筈
の
各
科
か
ら
正
則
生
の
優
れ
た
者
を
選
抜
し
て
留
學
さ
せ
る
が
よ
い
」
と
主
張
し
、
海
外
留
学
生
の
実
情
視
察
の
欧
米
各
国
を
巡
回
す
る

（
別
）

途
中
ド
イ
ツ
に
た
ち
よ
っ
た
と
き
に
は
、
す
で
に
「
留
學
生
一
同
歸
朝
す
べ
し
と
云
ふ
命
令
」
を
つ
た
え
て
い
る
。
九
鬼
は
十
一
月
に
帰
国

す
る
と
、
太
政
官
達
を
起
草
し
、
十
二
月
二
十
五
日
付
で
公
布
す
る
。
こ
の
太
政
官
達
に
よ
り
、
陸
海
軍
派
遣
の
留
学
生
を
の
ぞ
く
官
費
留

（
妬
）

学
生
全
員
に
帰
国
が
命
じ
ら
れ
、
六
十
日
以
内
に
帰
国
の
途
に
つ
か
な
い
留
学
生
に
は
帰
国
旅
費
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
太

政
官
達
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
留
学
生
の
多
く
は
、
翌
明
治
七
年
に
は
帰
国
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
。

明
治
七
年
に
は
、
萩
原
三
圭
、
大
石
良
乙
、
大
沢
謙
二
、
木
脇
良
太
郎
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
留
学
生
が
帰
国
し
、
東
京
医
学
校
五
等
教
授
、

（
郷
）

同
二
等
教
諭
、
三
等
教
諭
に
採
用
さ
れ
る
。
東
京
医
学
枝
の
教
授
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
呼
び
も
ど
さ
れ
た
赤
星
の
名
は
な
い
。
翌
八
年
五
月
十

四
日
に
教
員
等
級
が
あ
ら
た
め
ら
れ
る
と
、
赤
星
は
東
京
医
学
校
四
等
教
授
に
採
用
さ
れ
る
。
三
宅
秀
だ
け
が
最
上
位
の
三
等
教
授
の
地
位

（
訂
）

に
あ
り
、
桐
原
眞
節
が
四
等
教
授
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
た
大
沢
や
柴
田
承
桂
は
五
等
教
授
に
任
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
萩
原
は
す
で
に
辞

（
洲
）

職
し
、
明
治
八
年
九
月
に
は
京
都
療
病
院
管
学
事
に
転
じ
る
。
四
等
教
授
に
採
用
さ
れ
て
ま
も
な
い
五
月
十
七
日
、
赤
星
は
東
京
府
知
事
大

久
保
一
翁
に
以
下
の
よ
う
な
「
私
学
開
業
願
」
を
提
出
す
る
。

職
し
、
明
治
八
年

久
保
一
翁
に
以
下

私
學
開
業
願

私
學
位
置

教
師
履
歴

福
岡
縣
士
族
文
部
省
御
雇
宮
内
省
御
用
掛
兼
勤

赤
星
研
造
三
十
一
年
卜
三
ヶ
月

第
三
大
學
匡
三
小
匡
上
六
番
町
拾
九
番
地

福
岡
縣
士
族
赤
星
研
造

置
東
京
府
第
三
大
學
厘
三
小
匡
上
六
番
町
拾
九
番
地
塾
名
整
理
書
塾
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文
久
元
酉
年
ョ
リ
慶
應
元
年
迄
元
卜
福
岡
藩
武
谷
裕
三
門
ニ
テ
西
洋
筈
術
ヲ
學
上
同
年
七
月
ョ
リ
翌
二
年
迄
於
長
崎
洋
語
ヲ
學
同
年
四

月
欧
行
シ
猫
乙
國
「
ハ
イ
テ
ル
ヘ
ル
ヒ
」
ノ
大
學
校
二
於
テ
凡
七
年
医
ヲ
學
上
明
治
六
年
十
月
歸
朝
ス

ー
髻
學
科

一
塾
則 病

禮
理
學

藥
剤
學

書
術
ハ
大
概

書
道

書
道
ハ
大
概

理
學

教
則切

開
手
術
常
禮
及
病

顕
微
鏡
上
組
織
検
査

外
科
産
科
及
眼
科
手
術

内
科
診
断
術
視
診
按

病
艘
解
剖
學

常
鰐
理
學

常化
禮學
解
剖
學等

ナ
リ

常
禮
及
病
禮

織
検
査
常
禮
及
病
事

視
診
按
診
聴
診
及
打
診
等
ナ
リ
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東
京
府
縣
知
事
大
久
保
一
翁
殿

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
ド
イ
ツ
大
学
に
お
い
て
医
学
の
全
課
程
を
修
了
し
、
学
位
を
取
得
し
た
留
学
生
が
帰
国
し
は
じ
め
る
。
ま
ず
、
佐
藤
進

右
之
通
相
違
無
御
座
候
也

一
休
日
ハ
ー
日
及
上
日
曜
日

右
之
通
開
業
仕
度
此
段
奉
願
候
也

明
治
八
年
五
月
十
七
日

但
シ
月
曜
日
ョ
リ
金
曜
日
迄
毎
日
講
義
土
曜
日
ハ
試
問
ノ
ミ
ニ
メ
タ
一
時
間
ノ
質
問
ナ
シ

一
入
門
ヲ
乞
う
人
ハ
必
ス
請
人
ヲ
相
立
ヘ
キ
事

一
見
鰐
ヲ
清
潔
ニ
シ
能
塾
中
ヲ
掃
除
シ
以
テ
宜
ク
健
康
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
事

一
非
禮
ノ
言
行
ヲ
ナ
シ
或
ハ
難
話
ヲ
以
テ
他
人
ノ
勉
學
ヲ
妨
ク
ル
等
ノ
義
致
ス
ヘ
ヵ
ラ
サ
ル
事

一
毎
日
唯
一
時
間
散
歩
浴
場
或
ハ
其
他
ノ
用
便
ノ
爲
メ
外
出
ヲ
許
ス
ベ
キ
事

一
勤
惰
賞
罰
ハ
整
理
筈
塾
人
名
録
中
當
人
姓
名
ノ
下
ダ
ニ
干
支
共
二
細
記
シ
以
テ
後
來
進
退
ノ
監
定
一
一
供
ス

ー
休
日
ハ
ー
日
及
上
日
曜
日
ト
ス
當
日
六
時
間
ノ
外
出
ヲ
許
ス

午
前
一
時
間

同
次
ノ
ー
時
間

午
後
二
時
間

夕
一
時
間

第
三
大
學
厘
三
小
匡

理
學
及
化
學
但
シ
隔
日
ノ
事

濁
逸
語
學

常
禮
解
剖
學

質
問

第
三
大
學
厘
三
小
匡
上
六
番
町
拾
九
番
地

福
岡
縣
士
族
赤
星
研
造

戸
長
江
塚
庸
謹
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が
七
月
に
帰
国
し
、
つ
い
で
、
池
田
謙
斎
が
翌
明
治
九
年
五
月
に
帰
国
し
、
東
京
医
学
校
長
に
就
任
す
る
。
赤
星
は
、
明
治
十
年
四
月
、
東

京
大
学
が
誕
生
す
る
と
、
教
授
と
し
て
「
外
科
總
諭
」
を
担
当
す
る
。
こ
の
と
き
、
池
田
が
医
学
部
総
理
と
な
り
、
三
宅
秀
が
病
理
学
、
桐

原
眞
節
が
外
科
総
論
、
樫
村
清
徳
が
薬
剤
学
、
田
口
和
美
が
解
剖
学
、
大
沢
謙
二
が
生
理
学
、
柴
田
承
桂
が
製
薬
学
の
担
当
教
授
に
任
命
さ

れ
、
同
時
に
熊
沢
善
庵
な
ど
助
教
七
名
、
教
員
九
名
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
外
科
総
論
担
当
教
授
だ
け
が
二
名
で
あ
る
。
赤
星
は
、
同
年
十

（
調
）
（
靴
）

二
月
に
は
辞
職
を
願
い
で
、
受
理
さ
れ
る
。
「
喘
息
の
持
病
」
が
辞
職
の
理
由
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
「
テ
ン
タ
ー
メ
ン
フ
ヰ
シ
ク
ム
（
理
科

（
伽
）

試
験
）
」
に
合
格
し
て
帰
国
し
た
大
沢
は
明
治
十
一
年
二
月
に
辞
職
し
、
ふ
た
た
び
ド
イ
ッ
ヘ
留
学
す
る
。
柴
田
は
翌
年
五
月
に
依
願
退
職
す

（
蛇
）

る
。
赤
星
は
、
「
皇
國
之
醤
學
凋
立
」
と
い
う
観
点
か
ら
ド
イ
ッ
ヘ
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
の
帰
国
に
よ
り
、
早
晩
、
政
府
直
轄
の
医
学
教
育
最

高
機
関
か
ら
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
を
察
知
し
、
整
理
医
塾
を
ひ
ら
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
十
一
年
、
宮
城
県
令
松
平
正
直
は
、
私
立
の
仙
台
共
立
病
院
と
附
属
学
舎
を
県
に
移
管
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
創
設
者
の
ひ
と
り
で

あ
る
院
長
中
目
斎
に
県
立
病
院
長
と
し
て
適
当
な
人
材
を
さ
が
し
も
と
め
る
よ
う
命
じ
る
。
中
目
は
、
十
二
月
に
上
京
し
、
翌
年
早
春
に
は
、

辞
職
後
、
整
理
医
塾
の
経
営
に
専
念
し
て
い
た
赤
星
と
の
あ
い
だ
に
仮
契
約
を
む
す
ぶ
。
翌
年
四
月
、
赤
星
は
中
目
の
子
息
で
あ
り
、
共
立

病
院
か
ら
東
京
医
学
校
に
留
学
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た
忍
の
案
内
で
仙
台
に
着
任
す
る
・
病
院
は
移
転
し
、
県
立
宮
城
病
院
と
改
称
し
、

跡
地
は
宮
城
病
院
附
属
医
学
校
と
な
る
。
赤
星
は
校
長
を
兼
任
し
、
宮
城
県
令
松
平
正
直
と
同
額
の
二
百
五
十
円
の
月
俸
を
支
給
さ
れ
る
。

（
蝿
）

副
院
長
に
就
任
し
た
中
目
斎
の
月
俸
は
八
十
円
に
す
ぎ
な
い
。
仙
台
の
赤
星
は
、
医
師
と
し
て
の
治
療
活
動
、
宮
城
を
は
じ
め
、
岩
手
、
福

島
な
ど
の
隣
接
県
か
ら
参
集
し
た
五
十
名
あ
ま
り
の
学
生
の
指
導
は
も
と
よ
り
、
在
職
中
、
明
治
十
二
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
流
行
し
た

コ
レ
ラ
へ
の
対
応
、
宮
城
病
院
雑
誌
の
刊
行
、
医
学
講
習
会
に
よ
る
医
師
の
再
教
育
な
ど
に
尽
力
す
る
。

明
治
十
五
年
秋
、
赤
星
は
任
期
な
か
ば
で
辞
職
し
、
郷
里
に
か
え
り
、
持
病
の
療
養
に
専
念
す
る
。
翌
年
、
郷
里
に
近
い
久
留
米
の
病
院

か
ら
の
招
聰
に
応
じ
、
十
月
に
開
設
し
た
ば
か
り
の
総
合
病
院
に
赴
任
す
る
。
こ
の
病
院
は
、
当
初
、
整
理
舎
と
称
し
た
が
、
そ
れ
は
か
つ

て
赤
星
が
東
京
に
開
設
し
た
整
理
医
塾
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
・
整
理
舎
は
、
の
ち
に
赤
星
を
院
長
と
す
る
私
立
病
院
に
な
り
、
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（
判
）

整
理
堂
病
院
に
改
称
す
る
。
赤
星
は
、
養
子
の
敬
次
郎
、
弟
の
恒
哉
と
と
も
に
病
院
経
営
に
あ
た
る
。
赤
星
が
久
留
米
に
い
た
明
治
十
六
年

（
媚
）

の
「
東
京
銘
筈
大
見
立
表
」
に
は
、
小
さ
い
な
が
ら
赤
星
の
名
が
み
ら
れ
る
。
明
治
二
十
年
に
は
、
仙
台
共
立
病
院
時
代
の
医
師
伊
沢
文
章
、

柴
田
昌
玄
な
ど
の
要
請
に
よ
り
、
赤
星
は
ふ
た
た
び
仙
台
に
も
ど
り
、
私
立
の
仙
台
病
院
を
開
院
す
る
。
そ
の
後
、
持
病
と
闘
い
な
が
ら
、

代
ケ
崎
に
海
浴
診
療
所
を
開
設
し
た
り
、
石
巻
の
牡
鹿
病
院
長
、
仙
台
の
同
仁
病
院
長
を
つ
と
め
た
り
す
る
が
、
明
治
三
十
七
年
一
月
六
日

（
猫
）

に
永
眠
す
る
。
留
学
中
、
キ
リ
ス
ト
教
に
受
洗
し
た
赤
星
は
、
仙
台
の
北
山
町
キ
リ
ス
ト
教
徒
共
葬
墓
地
に
ね
む
っ
て
い
る
。

赤
星
は
、
ド
イ
ツ
大
学
に
学
籍
登
録
し
た
最
初
の
日
本
人
、
す
な
わ
ち
正
規
の
大
学
生
と
し
て
最
初
に
う
け
い
れ
ら
れ
た
日
本
人
で
あ
る
。

近
代
的
な
教
育
制
度
の
頂
点
に
あ
る
ド
イ
ツ
大
学
へ
の
学
籍
登
録
は
、
本
来
、
予
備
的
な
階
梯
を
通
過
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
が
、
外
国

（
岬
）

人
留
学
生
に
た
い
し
て
は
柔
軟
に
運
用
さ
れ
て
い
た
。
赤
星
は
も
と
よ
り
、
明
治
初
年
の
ド
イ
ツ
留
学
生
は
、
大
学
学
籍
登
録
資
格
（
客
冒
禺
）

を
も
た
な
い
ま
ま
特
例
的
に
大
学
に
う
け
い
れ
ら
れ
、
ド
イ
ツ
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
を
修
学
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
る
。
し
か
し
、
日

本
人
留
学
生
に
と
っ
て
は
、
無
資
格
と
い
う
現
実
は
予
備
的
な
教
育
の
欠
落
に
ほ
か
な
ら
な
い
・

ド
イ
ツ
大
学
の
医
学
生
は
、
ま
ず
二
年
間
四
学
期
に
わ
た
り
、
基
礎
課
程
に
お
い
て
、
物
理
学
、
化
学
、
植
物
学
と
い
っ
た
基
礎
科
学
だ

け
で
な
く
、
生
理
学
、
解
剖
学
、
人
身
理
学
と
い
っ
た
基
礎
医
学
を
ま
な
ぶ
。
日
本
人
留
学
生
に
と
っ
て
は
、
基
礎
医
学
は
ま
な
ん
だ
経
験

（
媚
）

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
物
理
学
な
ど
の
自
然
科
学
の
講
義
は
難
解
で
あ
り
、
「
半
分
し
か
解
ら
ぬ
」
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
四
学
期
目
に

は
自
然
科
学
試
験
弓
①
ロ
国
日
の
。
ｇ
国
２
日
）
を
へ
て
臨
床
課
程
に
す
す
む
。
臨
床
課
程
に
お
い
て
は
、
二
年
間
四
学
期
の
あ
い
だ
、
み
ず
か

ら
の
専
門
分
野
の
研
究
に
と
り
く
み
、
通
算
八
学
期
目
に
学
位
請
求
論
文
ｅ
一
の
の
①
耳
目
○
三
）
を
書
き
あ
げ
る
。
学
位
請
求
論
文
が
審
査
会
を

通
過
し
た
の
ち
、
志
願
者
は
専
門
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
検
査
す
る
口
述
試
験
（
の
×
四
日
２
国
ｍ
Ｏ
３
め
屋
ョ
）
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
口

（
岨
）

述
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
学
位
が
授
与
さ
れ
る
。

四
・
結

五
口

三
二
側

′〆、，
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明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
以
降
、
藩
費
留
学
生
、
大
学
東
校
留
学
生
、
伏
見
満
宮
（
北
白
川
宮
能
久
）
一
行
が
相
次
い
で
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
、

ベ
ル
リ
ン
大
学
に
学
籍
登
録
し
は
じ
め
る
。
か
れ
ら
が
た
が
い
に
た
す
け
あ
い
な
が
ら
、
切
蹉
琢
磨
し
た
の
に
た
い
し
て
、
赤
星
は
た
だ
ひ

と
り
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
と
ど
ま
り
、
基
礎
科
学
や
基
礎
医
学
に
と
り
く
ん
で
い
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
在
籍
し
た
あ
か
し
は
、
学

位
や
自
然
科
学
試
験
の
証
明
書
で
は
な
く
、
学
籍
登
録
証
、
聴
講
許
可
証
だ
け
で
あ
っ
た
。
赤
星
は
、
明
治
六
年
に
「
見
込
モ
有
之
」
と
し

て
召
喚
さ
れ
る
が
、
臨
床
課
程
に
お
い
て
、
専
門
分
野
の
研
究
に
と
り
く
ん
だ
経
験
は
な
い
・
明
治
八
年
五
月
以
降
、
赤
星
は
東
京
医
学
校
、

東
京
大
学
医
学
部
に
お
い
て
外
科
総
論
を
担
当
す
る
。
そ
れ
は
、
解
剖
学
を
担
当
し
た
萩
原
三
圭
と
同
様
に
、
基
礎
課
程
に
お
い
て
ま
な
ん

だ
基
礎
医
学
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
近
代
化
を
い
そ
ぎ
、
留
学
生
に
速
効
性
を
期
待
す
る
性
急
な
留
学
政
策
が
あ
っ
た
。

明
治
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
佐
藤
進
、
池
田
謙
斎
な
ど
の
よ
う
に
臨
床
課
程
を
お
え
、
学
位
を
取
得
し
た
留
学
生
が
帰
国
し
は
じ
め

る
。
臨
床
課
程
に
す
す
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
赤
星
は
、
旧
幕
府
か
ら
維
新
政
府
へ
と
い
う
歴
史
の
転
換
の
な
か
で
、
拭
い
き
れ
な
い
劣

等
意
識
に
さ
い
な
ま
れ
る
。
大
沢
謙
二
は
、
明
治
十
一
年
、
ふ
た
た
び
ド
イ
ッ
ヘ
留
学
し
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
は
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ

ル
ク
大
学
に
お
い
て
学
位
を
取
得
し
、
帰
国
後
は
東
京
大
学
医
学
部
教
授
に
復
帰
す
る
。
萩
原
三
圭
も
、
明
治
十
七
年
に
渡
独
し
、
二
年
後

に
学
位
を
取
得
す
る
。
赤
星
は
持
病
に
疲
弊
し
、
や
が
て
開
業
医
と
し
て
生
涯
を
と
じ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
の
作
成
に
さ
い
し
て
、
資
料
を
提
供
い
た
だ
い
た
日
本
医
史
学
会
評
議
員
石
田
純
郎
氏
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

註（
１
）
「
四
月
日
欠
海
外
航
免
許
ノ
布
告
」
、
「
諸
藩
士
留
學
請
願
一
件
」
、
自
丙
寅
四
月
至
同
十
二
月
、
通
信
全
覧
編
集
委
員
会
、
『
続
通
信
全
覧
」

四
八
、
雄
松
堂
出
版
、
昭
和
六
二
年
、
四
五
九
頁
（
外
務
省
外
交
資
料
館
所
蔵
、
『
續
通
信
全
覧
』
類
輯
之
部
一
一
三
、
藝
學
門
、
留
學
）
。

（
２
）
ド
イ
ツ
大
学
は
、
十
九
世
紀
半
ば
以
降
、
学
籍
登
録
簿
に
も
と
書
つ
い
て
学
籍
登
録
者
名
簿
を
作
成
し
、
学
期
参
」
と
に
印
刷
刊
行
す
る
。
本
稿

の
作
成
に
さ
き
が
け
、
ド
イ
ツ
諸
大
学
の
学
籍
登
録
者
名
簿
に
も
と
づ
い
て
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
か
ら
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
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「
岡
村
文
衛
門
書
翰
」
、
慶
応
三
年
二
月
朔
日
付
、
井
上
忠
、
「
武
谷
家
所
蔵
覧
学
者
書
翰
の
紹
介
ｌ
長
崎
医
学
校
関
係
Ｉ
」
、
九
州
大
学

九
州
文
化
史
研
究
施
設
「
九
州
文
化
史
紀
要
』
第
八
・
九
号
、
昭
和
三
六
年
三
月
、
三
四
六
～
三
四
八
頁
。

「
古
川
俊
平
書
翰
」
、
慶
応
三
年
五
月
十
九
日
付
、
同
上
、
三
四
八
～
三
四
九
頁
。

森
川
潤
、
「
江
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
校
構
想
Ｉ
ポ
ー
ド
ィ
ン
の
去
就
を
め
ぐ
っ
て
」
、
広
島
修
道
大
学
人
文
学
会
「
広
島
修
大
論
集
」
第
三

十
四
巻
第
一
号
、
一
九
九
三
年
一
○
月
。

「
航
西
日
記
」
、
日
本
史
籍
協
会
、
「
澁
澤
榮
一
滞
欧
日
記
」
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
二
年
（
昭
和
三
年
初
版
）
、
一
三
九
頁
。

緒
方
洪
哉
書
状
、
慶
応
四
年
二
月
十
五
日
二
八
六
八
年
三
月
八
日
）
付
、
池
田
文
書
研
究
会
、
「
池
田
文
書
の
研
究
（
五
）
」
、
日
本
医
史
学

年
0

明
治
八
年
五
月
十
七
日
付
、
東
京
都
立
教
育
研
究
所
編
刊
、
「
東
京
教
育
史
史
料
大
系
』
第
二
巻
、
昭
和
四
六
年
、
三
一
四
～
三
一
五
頁
。

井
上
忠
校
訂
、
「
武
谷
祐
之
著
『
南
何
一
夢
」
巻
之
二
地
の
巻
」
、
九
州
大
学
文
化
史
研
究
施
設
「
九
州
文
化
史
紀
要
」
第
十
一
号
。
昭
和
四

一
年
三
月
、
二
八
九
～
二
九
○
頁
。

年
ま
で
に
ド
イ
ツ
大
学
に
学
籍
登
録
し
た
日
本
人
留
学
生
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
調
査
し
た
大
学
は
、
イ
エ
ナ
、
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
、
エ
ル

ラ
ン
ゲ
ン
、
ギ
ー
セ
ン
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ボ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
諸
大
学
で
あ
る
。
主
要
な
大
学
に

つ
い
て
は
、
当
該
期
間
を
と
お
し
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
に
、
赤
星
研
造
を
ド
イ
ツ
大
学
に
最
初
に
学
籍
登
録
し
た
日
本
人
留
学

生
と
み
な
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
幕
末
期
に
は
、
幕
府
や
諸
藩
が
派
遣
し
た
留
学
生
の
な
か
に
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
た

も
の
は
い
な
い
が
、
明
治
改
元
以
前
の
慶
応
四
年
二
月
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
人
の
従
僕
と
し
て
渡
独
し
た
会
津
藩
の
馬
島
瑞
謙
が
プ
ロ
イ
セ
ン
の

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
て
い
た
。

菊
田
定
郷
、
『
仙
台
人
名
大
辞
書
」
、
仙
台
人
名
大
辞
書
刊
行
会
、
昭
和
八
年
。

国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
「
公
文
録
』
文
部
省
之
部
、
壬
申
自
正
月
至
三
月
全
、
文
書
第
二
十
九
。

佐
藤
秀
夫
編
、
「
明
治
前
期
文
部
省
刊
行
誌
集
成
」
第
十
巻
、
「
文
部
省
報
告
」
全
、
自
明
治
六
年
至
明
治
十
六
年
、
歴
史
文
献
、
昭
和
五
六

「
私
学
開
業
願
」
。
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］
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佐
藤
進
、
「
渡
洋
之
記
」
、
谷
紀
三
郎
編
刊
、
「
餐
霞
録
」
、
大
正
三
年
、
一
四
九
頁
。

佐
藤
進
差
出
、
岡
本
道
庵
宛
、
明
治
三
年
一
月
六
日
（
一
八
七
○
年
二
月
六
日
）
付
、
「
資
料
一
（
手
紙
）
」
、
順
天
堂
編
刊
、
『
順
天
堂
史
」

上
巻
、
昭
和
五
五
年
、
一
○
三
六
～
一
○
三
七
頁
。

一
八
七
○
年
一
月
五
日
付
の
手
紙
、
Ａ
・
ボ
ー
ド
ウ
ァ
ン
、
フ
ォ
ス
美
弥
子
訳
、
『
オ
ラ
ン
ダ
領
事
の
幕
末
維
新
Ｉ
長
崎
か
ら
の
手
紙
」
、

新
人
物
往
来
社
、
昭
和
六
二
年
、
一
五
九
～
一
六
○
頁
。

シ
号
①
浮
戸
－
９
号
Ｈ
宛
二
頁
①
の
胃
Ⅱ
【
四
１
⑳
Ⅱ
ご
己
ぐ
①
耐
晟
ご
ロ
函
の
己
の
弓
の
侭
弓
自
国
函
巴
亘
四
宮
‐
］
雪
里
認
め
○
日
日
①
『
Ⅱ
西
国
屋
四
ヨ
畠
認
．

（
仙
台
）
日
曜
随
筆
社
、
「
川
曜
随
筆
』
十
’
一
、
昭
和
四
○
年
一
月
。

「
木
脇
良
外
七
名
留
學
費
虎
分
伺
」
、
『
公
文
録
』
文
部
省
之
部
、
明
治
七
年
十
一
月
、
文
書
第
十
一
・

山
口
梧
郎
、
「
長
谷
川
泰
先
生
小
傳
」
、
長
谷
川
泰
先
生
遺
稿
集
刊
行
會
、
昭
和
一
○
年
、
三
六
～
三
七
頁
。

「
李
國
留
學
生
萩
原
三
圭
歸
朝
ノ
儀
二
付
上
申
」
、
「
公
文
録
」
文
部
省
之
部
、
壬
申
自
四
月
至
五
月
、
文
章
第
十
八
。

佐
藤
進
差
出
、
佐
藤
尚
中
宛
、
明
治
三
年
八
月
十
七
日
（
一
八
七
○
年
九
月
一
三
付
、
「
資
料
一
（
手
紙
）
」
、
『
順
天
堂
史
』
上
巻
、
一
○

会
、
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
三
十
七
巻
第
三
号
、
平
成
三
年
七
月
、
二
三
～
二
五
頁
。

「
明
治
二
巳
年
ョ
リ
同
年
午
年
十
一
月
迄
外
務
省
よ
り
御
印
章
相
渡
候
分
海
外
行
人
名
書
」
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
、
『
大
隅
文
言
」
Ａ
ｌ
四
一

八

二
0

「
赤
星
研
造
帰
朝
ノ
儀
二
付
同
」
。

「
海
外
留
學
生
改
正
虎
分
ノ
儀
伺
、
『
公
文
録
」
文
部
省
之
部
、
明
治
六
年
七
月
、
文
書
第
十
四
。

「
岩
倉
特
命
全
權
大
使
岩
倉
具
視
へ
の
勅
耆
」
、
明
治
四
年
十
一
月
四
日
付
、
『
伊
藤
博
文
伝
』
、
上
巻
、
春
畝
公
追
頌
會
、
昭
和
一
五
年
、
六

三
八
頁
。

（
ノ

六

三
二二

頁
0

「
海
外
留
學
生
改
正
盧
分
ノ
儀
伺
」
。

「
海
外
留
學
生
歸
朝
ノ
上
試
業
方
法
ノ
布
達
」
、
「
公
文
録
』
文
部
省
之
部
、
明
治
六
年
自
一
月
至
三
月
、
文
書
第
五
十
九
。

‐
閉
留
学
生
赤
星
研
造
へ
伊
藤
工
部
卿
ョ
リ
操
替
金
処
分
問
答
」
、
「
公
文
録
」
文
部
省
之
部
、
明
治
六
年
十
一
月
、
文
書
廿
三
。
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森
川
潤
、
「
明
治
初
年
の
ド
イ
ツ
留
学
生
」
、
広
島
修
道
大
学
叢
書
第
八
五
号
、
一
九
九
四
年
。

長
井
長
義
、
高
野
一
夫
訳
、
「
自
叙
伝
」
、
金
尾
清
造
、
「
長
井
長
義
伝
』
、
日
本
薬
学
会
、
昭
和
三
五
年
、
八
三
～
八
四
頁
。

ｏ
の
忌
画
己
団
の
ロ
胸
腺
閏
ゞ
ロ
（
）
冨
日
官
。
ョ
ｇ
５
ｐ
ご
ロ
①
具
閂
匡
巴
己
》
国
ｇ
目
ら
震
》
の
鶴
ｌ
急
．

（
広
島
修
道
大
学
人
文
学
部
）

大
沢
謙
二
、
「
燈
影
虫
語
」
、
東
一

明
治
六
年
「
太
政
官
布
達
」
、
無

東
京
帝
国
大
学
編
刊
、
一
東
京
帝

同
上
書
、
四
二
八
～
四
二
九
頁
。

鈴
木
省
三
、
万

「
燈
影
虫
語
」
、

當
村
太
郎
、
『
萩
原
三
圭
の
留
学
」
、
郷
学
舎
、
昭
和
五
六
年
、
一
七
六
頁
。

「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
」
上
冊
、
八
三
六
～
八
三
八
頁
。

鈴
木
省
三
、
「
仙
臺
書
事
衛
生
私
談
（
承
前
）
」
、
『
中
外
書
事
新
報
」
第
一
二
○
五
号
、
昭
和
九
年
三
月
。

「
海
外
留
學
生
二
月
以
来
歸
朝
ノ
者
試
験
顛
末
ノ
届
」
、
『
公
文
録
」
文
部
省
之
部
。
明
治
六
年
五
月
一
、
文
書
第
二
十
上
。

『
文
部
省
報
告
」
第
五
号
、
明
治
六
年
六
月
一
二
日
発
行
。

「
蘭
留
学
生
赤
星
研
造
へ
伊
藤
工
部
卿
ョ
リ
操
替
金
処
分
問
答
」
。

九
鬼
隆
一
、
「
海
外
留
學
生
の
引
上
げ
」
、
『
教
育
五
十
年
史
」
、
民
友
社
、
大
正
二
年
、
一
三
頁
。

大
沢
謙
二
、
「
燈
影
虫
語
』
、
東
京
大
学
生
理
学
同
窓
会
、
一
九
七
九
年
（
初
版
、
杏
林
舎
、
昭
和
三
年
）
、
三
三
～
三
四
頁
。

篠
原
正
一
、
「
久
留
米
人
物
誌
」
、
久
留
米
人
物
誌
刊
行
委
員
会
、
昭
和
五
七
年
。

鈴
木
要
吉
、
「
蘭
學
全
盛
時
代
と
蘭
曉
の
生
涯
」
、
東
京
醤
事
新
誌
局
、
昭
和
八
年
、
二
四
四
頁
。

「
東
校
専
門
生
徒
留
学
之
儀
申
立
」
、

「
仙
臺
醤
事
衛
生
私
談
（
承
前
）
」
。

『
日
曜
随
筆
」
十
’
一
・

三
四
頁
。 一

東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
」

報干

堂
つ

0

国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
「
公
文
録
」
大
学
之
部
、
庚
午
自
九
月
至
閨
十
月
全
、
文
書
第
三
十
二
。

上
冊
、
昭
和
七
年
、
四
二
七
～
四
二
八
頁
。
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Lehrk6rperderTokyoterMedizinhochschuleberufenundwarfUrdasFachChirurgiezustandig.1875

kehrtenSusumuSatoundKensailkedasowieandere,diedasklinischeStudiumabsolviertundals

auslandischeStudentenpromovierthatten,nachJapanzuriick･Esbleibtjedochfestzustellell,daB

AkaboshikeinklinischesStudiumabsolvierthatteDeshalbkonnteer,weilernurdievorklinischen

SemesterinHeidelbergbelegthatte,auchnurdieVorlesungeniiberChirurgieiibemehmen.Kenji

OsawakehrteimJahrel878wiedernachDeutschlandzuriickundpromoviertel882.SankeiHagiwara

promoviertel886.

WahrendAkaboshialspraktischerArztstandigseineStellenwechselte,zogersichdurchErsch6p-

fungeinchronischesLeidenzuundverstarbl904.
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